
医療保険を考える

保険-33



◆医療保険を考える

医療保険は
ケガや病気で入院や手術などをしたときにおりる保険。

みんな当然のように入っている医療保険。
でも、ここにも落とし穴があるよ！

STEP4　保険は儲けるものじゃない

保険-34



◆医療保険を考える

医療保険の肝は【入院日額】ではない！

よくお客さまから聞く話。

入院した時、そこそこ保険金受け取れたから儲かったんですよ！

→「入院にかかった費用よりも多く受け取れた」
　   と言いたい！？

保険-35



◆医療保険を考える

例えば！

手術をして、５日間入院しました。

医療保険で入院日額5,000円もらえます。
そのほか、手術費用として５万円もらえました！

25,000円(5,000円×５日間)＋50,000円＝75,000円

保険金75,000円受け取れました！

保険-36



毎月払っている保険料が4,000円だったら？

75,000円÷4,000円÷12ヵ月＝1.5年に１回手術・入院するとトントン。

しっかり保険料として納めているので、儲かってはいないんです。

◆医療保険を考える

【医療保険の真実】
  毎月4,000円ずつ積立しておけばいいんじゃないの？

保険-37



◆医療保険を考える

【２つの勘違い】

　①保険は儲けるために入るものではない。

　②そして儲かっているわけでもない。

保険-38



◆医療保険を考える

保険は家計が破綻すると困るものに対してかけるもの。

医療を受けるときに「家計が破綻する可能性」とは？

医療保険の肝は高額請求に備えること！

保険-39



【高額療養費制度】

　医療費の自己負担額が
　ひと月（月の初めから終わりまで）で

　＜一定額＞を超えた場合に
　その超えた金額が支給される制度。

◆医療保険を考える
保険-40

社会保障を知る



※出典：ソニー損保ホームページ

◆医療保険を考える

100万円の医療費がかかっても
ひと月の自己負担額は約９万円！！

９万円。家計破綻する？
これを踏まえて医療保険を検討した？

保険-41



※出典：ソニー損保ホームページ

◆医療保険を考える

◀80,100円＋（1,000,000円ー267,000円）×１％
　＝87,430円がひと月の自己負担上限額

保険-42



過去12か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、

４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります！

年収370～770万円の場合は44,400円/月に減額される！

◆医療保険を考える
保険-43



◆医療保険を考える

①計算は＜ひと月＞：１日～31日までの治療費

　　　　　　　　　　月をまたぐとリセットされる。

②対象にならない医療がある！

保険-44

ただし！高額療養費制度の落とし穴がある！



・食費

・居住費

・差額ベッド代（個室利用）

・先進医療にかかる費用

・保険外併用療養費の差額部分

◆医療保険を考える
保険-45

対象にならない医療の例



◆医療保険を考える

先進医療ってなに？

一定の有効性と安全性が評価された治療法のみ

公的医療保険の対象となる。

公的医療保険の対象にするかどうか

評価している治療や療養、技術を「評価療養」といい

先進医療もこのうちのひとつに数えられます。

保険-46



◆医療保険を考える

先進医療ってどんなもの？＜抜粋＞ この辺が自己負担になるときつい・・・

が、件数的には多くはない。

保険-47



◆医療保険を考える

先進医療ってどこで受けられる？

陽子線治療は20病院

重粒子治療は７病院 出
典
：
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保険-48



◆医療保険を考える

先進医療は受ける・受けないの価値観もある。

が、受けたいのにお金がない・・・が一番避けたいケース。

これを医療保険の「先進医療特約」でカバーするのはあり。

保険-49



◆医療保険を考える

入院時の治療費や自宅療養で休業時の収入の補填、
失業時の生活費など充てる。

生活費の６ヵ月～１年分程度を生活費とは別に用意する。
（会社員・公務員世帯：半年分、自営業者：１年分）

これは車を買うなどの資金にしてはいけない！
よっっっぽどの時に使うおかね。

生活防衛費を準備せよ！

保険-50



◆医療保険を考える

●生活防衛費があれば、医療保険は最低限でOK

●家計整理の章で別管理する仕組みを作ります！

生活防衛費を準備せよ！

保険-51



◆医療保険を考える

「就業不能保険」という保険があります。
　が、案外保険金がおりる条件が厳しい・・・

入院・自宅療養で休業するときの保険は必要か

出典：SBI生命ホームページ

保険-52



◆医療保険を考える

傷病手当金とは

▲出典：はなさく生命HP

会社員・公務員にある制度（自営業者にはないので注意）

入院・在宅療養で仕事を休むことになると
まずは「有給休暇」を消化します。

それでも
復帰できないときにおりるのが「傷病手当金」

１年６ヵ月にわたり給与の３分の２が
健康保険等からおります。

保険-53



◆医療保険を考える

会社員・公務員は有給休暇消化後
傷病手当金が１年６ヵ月給与の３分の２おりるので、

生活防衛費は半年分程度あればいい。

自営業者は傷病手当金がないので
生活防衛費は１年分程度は必要。

生活防衛費を準備せよ！

保険-54



◆医療保険を考える

出典：はなさく生命ホームぺージ

傷病手当金が終了しても
社会復帰が難しい場合は

「障害年金」があります。

保険-55



◆医療保険を考える

保険屋さんへの依頼方法

① 入院日額・手術費用は
　高額療養費制度と預金で対応するので
　「最低限」に抑えてください。

② 先進医療特約を付けてください。

③ 保険料が1,000円以上など条件がある場合は
　 入院一時金特約（１日入院でもおりる保険金）で
 　調整してください。

保険-56



条件を自分で組むのが難しいです・・・

本当にこれでいいのかな・・・

こんな方は「保険の章」のコンテンツを全て見終わってから

死亡保障やがん保険も合わせて

保険見直しの面談をしましょう！

◆医療保険を考える
保険-57



◆医療保険を考える

保険屋さんがよくつけたがる特約集

①女性特約

女性疾患とそれ以外での入院（ケガや肺炎など）で
治療費は変わりません！

病気になる心配とお金の心配は切り離して考えましょう！

保険-58



◆医療保険を考える

保険屋さんがよくつけたがる特約集

②がん特約

医療保険についているがん特約は罠がたくさん・・・

「入院」しないとおりない（抗がん剤治療などの通院ではおりない）
「１回」受け取ったら消滅
「２年に一度しかおりない」

がん保険は医療保険の特約ではなく、別途「がん保険」に加入しましょう。

保険-59



◆医療保険を考える

保険屋さんがよくつけたがる特約集

③介護特約

大手保険会社にありがち。

・若くして介護状況になるかもしれない
・若くして認知症になるかもしれない　　

など…すべてのリスクに保険で対応するのは不可能。
貯蓄であればすべてのリスクに対応できます！

保険-60


